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ごあいさつ
皆様には、平素よりきのくに信用金庫をお引き立ていただき、厚くお礼申し上げます。

ここに第６０期の事業概況についてご報告申し上げます。
令和５年度のわが国経済は、新型コロナウイルス感染症５類移行により経済活動

が本格的に再開しました。大手企業を中心に賃上げ・ベースアップが行われ、社会全
体に賃上げの動きが急拡大し、企業経営を取り巻く状況は大きく動き始めました。年
が明けて２月には日経平均株価が史上最高値を３４年振りに更新し、また、３月には日
銀によるマイナス金利解除により金利のある世界へ踏み出したことで、景気が良くな
ることへの期待が高まっています。一方で、米中対立やロシアによるウクライナ侵攻、
中東情勢などの地政学的リスクなどにより、将来予測は困難な状況が依然として続
くものと想定されます。
このような状況の中、地域経済に目を向けると、円安の影響により訪日外国人観

光客が増え、さらに、近隣からの観光客が活発になってきたことも背景となり、観光客
数はコロナ禍前の水準まで回復しています。和歌山県においては、２０２４年は「紀伊
山地の霊場と参詣道」が世界遺産登録２０周年の節目であり、２０２５年の関西万博、
今後の日本初民間ロケット打ち上げなどが新時代の観光を築き、県内景気の回復や
新たな産業の創出が一層期待されます。一方で、経済活動の活発化と同時に「労働
力不足」の問題が顕著に表れており、今後も人口減少の進行とともに一層深刻さを
増すものと思われます。
このような情勢の中、当期は、中期経営計画「きのくにValue Up 2022」の中間

年度として、「変革に挑み、ともに成長」を柱に、様々な施策に取り組んでまいりまし
た。また、当金庫発足３０周年という節目の年であり、地域やお客さまへの感謝、新た
な価値・未来の創出等をテーマとして掲げ、資金繰りへのサポートに留まらず、当金
庫のネットワークを最大限に活かした販路拡大やビジネスマッチングなど、お客さま
一人ひとりの課題解決に向けたサポートに注力してまいりました。
その結果、預金は期末残高で1兆１，５９４億円、貸出金は期末残高４，０１５億円と

なりました。収益面につきましては、本来業務の収益を示す業務純益は１４億７９百万
円となり、当期純利益でも１２億１４百万円を計上することができました。自己資本比
率は１５．９４％と引き続き高い健全性を維持することができました。
大企業を中心として業績を順調に伸ばしている企業が増えてきた反面、当金庫の

お取引先さまの中心である中小零細企業の中には、価格転嫁が難しい、賃上げ余力
が乏しく慢性的な労働力不足の状況にコロナ融資の返済が重なるなど、厳しい経営
環境が続いている事業先も多いのが現状です。当金庫としては依然として厳しい状
況にある事業先も含め、地域に密着した金融サービスの提供、お客さまのサポートに
努めてまいります。持続可能な地域づくりや地域の発展に寄与するように、お客さま
の『夢をかなえるお手伝い』に真摯に取り組んでまいります。これからも皆様のご期待
にお応えできますよう役職員一同努力を重ねてまいりますので、尚一層のご支援とご
愛顧を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

経営理念

●きのくに信用金庫は、地域の金融機関として質の高いサービスを提供
し、人々の豊かな暮らしと事業の夢の実現に貢献します。
●きのくに信用金庫は、地域とともに歩み、ともに発展し、地域の経済と
文化の興隆につとめます。
●きのくに信用金庫は、堅実経営を第一義とし、常に時代を先取りする
積極的な取組みにつとめ、会員、お客さま、職員の幸福を追求します。

令和6年６月

理事長

本店所在地 〒640-8655 和歌山市本町二丁目38番地 
電話 073-432-5000（代表）

営 業 地 区

〈和歌山県〉和歌山市・海南市・有田市・御坊市・田辺市（本宮町を除く）
橋本市・紀の川市・岩出市・海草郡・伊都郡・有田郡・日高郡・西牟婁郡
東牟婁郡（串本町・古座川町）
〈大阪府〉泉南市・泉佐野市・貝塚市・阪南市・泉南郡

創 立 明治44年8月23日創立
平成5年11月1日きのくに信用金庫発足

会 員 数 ５1，574人

出 資 金 ２，５26百万円

純 資 産 54，772百万円

預 金 １兆１，594億円

貸 出 金 ４，015億円

店 舗 数 ４3店舗

役 職 員 数 682人

概要・庶務事項
当 金 庫 の 概 要 （令和6年3月31日現在）

庶 務 事 項
総代会
令和5年6月19日ホテルグランヴィア和歌山において第５９期通常総代会を開催し下
記議案が原案通り承認可決されました。
●議案
第１号議案　第59期剰余金処分案承認の件
第２号議案　長期間所在不明会員除名の件
第３号議案　理事１名選任の件
第４号議案　退任理事に対する退任慰労金贈呈の件

登記事項
●令和5年4月4日
　出資の総口数（50,766,405口）及び出資の総額（2,538,320,250円）の変更登記
●令和5年6月28日
　代表理事退任の登記
　代表理事就任の登記
●令和5年10月10日
　箕島支店移転の登記
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事業の概況
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自己資本額 自己資本比率

預金積金残高 １兆１，594億円

自己資本額 655億円
自己資本比率も国内基準４％を大きく上回る15.94％
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業務純益 当期純利益

預金積金の状況（預金積金残高の推移） 収益の状況（業務純益と当期純利益の推移）
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・きのくにサクセスクラブ会員企業を対象に「新入社
員・若手社員向け研修会」を開催
・和歌浦漁港「第34回朝市・おっとっと広場」に出店参加

2023年4月

2023年6月
・「第31回きのくに信用金庫杯争奪野球大会 兼 第54
回和歌山市軟式野球連盟学童部選手権大会」開催
・ホームページを全面リニューアル
・「海の豊かさを守ろう」をテーマに全店役職員による
一斉ボランティア活動を実施
・「第59期通常総代会」「金庫発足30周年記念総代懇
親会」を開催

2023年8月
・第55回紀州おどり「ぶんだら節」に総勢158名が参加
・「副業人材活用セミナー」を開催（海南商工会議所、紀
州有田商工会議所協賛）
・夏休みマネースクール「きのくにキッズ探検隊2023」
を開催

2023年9月
・30周年記念特設Webサイトを公開（信用金庫PRコ
ンクール優秀賞受賞）

2023年12月
・「和歌山ものづくり文化祭2023」に事務局として運営
に協力
・和歌山大学にて当金庫取引先と学生が新規事業構想
案の作成を目的とした講義「『未来事業』共同デザイ
ンプロジェクト（CODE―WK）」を開講

2024年1月
・「きのくにサクセスクラブ新春講演会・懇親会」を開催
講師：元キリンビール代表取締役副社長　田村潤氏
懇親会では「企業プレゼン」「マッチング・協業相談」な
どの催しを開催

2024年3月
・事業者の販路開拓を目的に「ものづくり販路開拓コー
ディネート相談会」、「第４回きのくに信金販路応援商談
会」を開催
・中学生の部活動支援として「第11回ソフトテニス出
張指導教室」を開催

2023年10月
・「発足30周年感謝定期預金」の発売を開始
・箕島支店を移転し、箕島駅前支店を店舗内店舗とす
る形態でリニューアルオープン
・「第75回わかやま商工まつり」に出店参加
・発足30周年記念講演会を開催（和歌山市・田辺市）
講師：落語家　桂文枝氏（和歌山市）／フリーアナウン
サー福澤朗氏（田辺市）

2023年11月
・発足30周年を迎える
・取引先応援Webサイト「きのくにコンシェルジュ～い
こらわが町～」を公開
・紀州材の積極的な活用を行う「建築物木材利用促進
協定」を和歌山県と締結
・中学生対象に地元企業の紹介・企業訪問等の機会を
提供することを目的とした「ジョブツアー」を開催
・和歌山県が森林環境保全を目的として実施する「企
業の森」事業への参画

2023年7月
・きのくにサクセスクラブ「第9期次世代経営塾」を開講
・お客さまとの現金・通帳等の受け渡しにおいて「電子サ
イン」を導入（従来の「受取証」の発行を順次廃止）

くるみん認定とは、仕事と子育ての両立
ができるように、雇用環境の整備に力を入
れている「子育てサポート企業」を厚生労働
大臣が認定する制度です。
当金庫は、平成28年に「くるみん認定」を
受け、その後の継続的な取組みが認められ、
令和1年には、高い水準の取組みを行って
いる「プラチナくるみん認定」に認定されて
いました。そして、令和５年１０月には、不妊
治療のための休職制度など、不妊治療と仕
事との両立をサポートする取組み基準を満
たした企業として、和歌山県初の「プラチナ
くるみんプラス」の認定を取得しました。

当金庫は、令和6年3月に経済産業省と日本
健康会議が共同で実施する健康経営優良法
人認定制度の認定を受けました。
健康経営優良法人とは地域の健康課題に即
した取組みや日本健康会議が進める健康増進
に即した取組みをもとに、特に優良な健康経
営を実践している大企業や中小企業等の法人
を顕彰する制度です。
当金庫は、令和5年8月にすべての職員が
安心して働き続けられる職場環境の整備を目
的として、「健康経営宣言」を制定しており、今
後も、職員の健康意識の高揚とワークライフ
バランスの一層の推進に取り組んでいきます。

貸出条件緩和債権
10億円  0.25％

三月以上延滞債権
0億円  0.00％

危険債権 
93億円  2.33％ 破産更生債権及び

これらに準ずる債権
17億円  0.44％

正常債権
3,898億円
96.97％

当金庫の主な取組み内容（健康経営宣言）
　 職員の健康に関する積極的な関与
　 職場のメンタルヘルスケアへの取組み
　 多様な働き方とワークライフバランスの実現
　 職場内コミュニケーションの充実

プラチナくるみんプラス認定

健康経営優良法人認定

トピックス

「企業の森」　調印式

全店一斉ボランティア

第９期次世代経営塾

『未来事業』共同デザインプロジェクト
（CODE－WK）第1回講義

第55回紀州おどり

信用金庫法開示債権及び金融再生法開示債権残高・構成比
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業の森」事業への参画

2023年7月
・きのくにサクセスクラブ「第9期次世代経営塾」を開講
・お客さまとの現金・通帳等の受け渡しにおいて「電子サ
イン」を導入（従来の「受取証」の発行を順次廃止）

くるみん認定とは、仕事と子育ての両立
ができるように、雇用環境の整備に力を入
れている「子育てサポート企業」を厚生労働
大臣が認定する制度です。
当金庫は、平成28年に「くるみん認定」を
受け、その後の継続的な取組みが認められ、
令和1年には、高い水準の取組みを行って
いる「プラチナくるみん認定」に認定されて
いました。そして、令和５年１０月には、不妊
治療のための休職制度など、不妊治療と仕
事との両立をサポートする取組み基準を満
たした企業として、和歌山県初の「プラチナ
くるみんプラス」の認定を取得しました。

当金庫は、令和6年3月に経済産業省と日本
健康会議が共同で実施する健康経営優良法
人認定制度の認定を受けました。
健康経営優良法人とは地域の健康課題に即
した取組みや日本健康会議が進める健康増進
に即した取組みをもとに、特に優良な健康経
営を実践している大企業や中小企業等の法人
を顕彰する制度です。
当金庫は、令和5年8月にすべての職員が
安心して働き続けられる職場環境の整備を目
的として、「健康経営宣言」を制定しており、今
後も、職員の健康意識の高揚とワークライフ
バランスの一層の推進に取り組んでいきます。

貸出条件緩和債権
10億円  0.25％

三月以上延滞債権
0億円  0.00％

危険債権 
93億円  2.33％ 破産更生債権及び

これらに準ずる債権
17億円  0.44％

正常債権
3,898億円
96.97％

当金庫の主な取組み内容（健康経営宣言）
　 職員の健康に関する積極的な関与
　 職場のメンタルヘルスケアへの取組み
　 多様な働き方とワークライフバランスの実現
　 職場内コミュニケーションの充実

プラチナくるみんプラス認定

健康経営優良法人認定

トピックス

「企業の森」　調印式

全店一斉ボランティア

第９期次世代経営塾

『未来事業』共同デザインプロジェクト
（CODE－WK）第1回講義

第55回紀州おどり

信用金庫法開示債権及び金融再生法開示債権残高・構成比

06



第60期 貸借対照表 （令和6年3月31日現在）

（単位：百万円）

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

科　　目 金　　額
（ 資 産 の 部 ）

現 金 11,733
預 け 金 353,650
買 入 金 銭 債 権 54,182
金 銭 の 信 託 0
有 価 証 券 391,676
国 債 68,132
地 方 債 36,017
社 債 120,580
株 式 4,688
そ の 他 の 証 券 162,257

貸 出 金 401,526
割 引 手 形 790
手 形 貸 付 4,638
証 書 貸 付 387,097
当 座 貸 越 9,000

外 国 為 替 125
外 国 他 店 預 け 113
取 立 外 国 為 替 11

そ の 他 資 産 9,337
未 決 済 為 替 貸 133
信 金 中 金 出 資 金 6,388
前 払 費 用 14
未 収 収 益 1,535
そ の 他 の 資 産 1,265

有 形 固 定 資 産 7,075
建 物 2,247
土 地 3,687
リ ー ス 資 産 141
その他の有形固定資産 998

無 形 固 定 資 産 158
ソ フ ト ウ ェ ア 137
その他の無形固定資産 20

繰 延 税 金 資 産 2,106
債 務 保 証 見 返 212
貸 倒 引 当 金 △2,213
（うち個別貸倒引当金） (△1,962)

資 産 の 部 合 計 1,229,569
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第60期 貸借対照表 （令和6年3月31日現在）

（単位：百万円）

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

科　　目 金　　額
（ 負 債 の 部 ）

預 金 積 金 1,159,402
当 座 預 金 21,121
普 通 預 金 496,023
貯 蓄 預 金 605
通 知 預 金 0
定 期 預 金 613,124
定 期 積 金 24,672
そ の 他 の 預 金 3,854

借 用 金 12,495
借 入 金 12,495

そ の 他 負 債 1,722
未 決 済 為 替 借 360
未 払 費 用 221
給 付 補 塡 備 金 3
前 受 収 益 74
払 戻 未 済 金 37
職 員 預 り 金 544
金 融 派 生 商 品 0
リ ー ス 債 務 155
資 産 除 去 債 務 75
そ の 他 の 負 債 248

賞 与 引 当 金 284
退 職 給 付 引 当 金 395
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 105
睡眠預金払戻損失引当金 3
偶 発 損 失 引 当 金 36
再評価に係る繰延税金負債 138
債 務 保 証 212
負 債 の 部 合 計 1,174,797
（ 純 資 産 の 部 ）

出 資 金 2,526
普 通 出 資 金 2,526

利 益 剰 余 金 63,050
利 益 準 備 金 2,538
そ の 他 利 益 剰 余 金 60,512
特 別 積 立 金 58,894
圧 縮 積 立 金 48
当期未処分剰余金 1,569

処 分 未 済 持 分 △0
会 員 勘 定 合 計 65,577
その他有価証券評価差額金 △9,400
土 地 再 評 価 差 額 金 △1,403
評 価・ 換 算 差 額 等 合 計 △10,804
純 資 産 の 部 合 計 54,772
負債及び純資産の部合計 1,229,569
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第60期 剰余金処分計算書 （自　令和5年4月1日／
 至　令和6年3月31日）

第60期 損益計算書 （自　令和5年4月1日／至　令和6年3月31日）

科　　目 金　　額
経 常 収 益 13,259,836
資 金 運 用 収 益 11,310,825
貸 出 金 利 息 4,992,259
預 け 金 利 息 1,288,382
有価証券利息配当金 4,643,231
その他の受入利息 386,950

役 務 取 引 等 収 益 1,295,652
受 入 為 替 手 数 料 306,178
その他の役務収益 989,473

そ の 他 業 務 収 益 224,001
外 国 為 替 売 買 益 6,148
国債等債券売却益 144,194
その他の業務収益 73,658

そ の 他 経 常 収 益 429,357
貸倒引当金戻入益 166,677
償 却 債 権 取 立 益 24,140
株 式 等 売 却 益 210,272
その他の経常収益 28,267

経 常 費 用 11,470,833
資 金 調 達 費 用 165,621
預 金 利 息 119,147
給付補塡備金繰入額 1,031
借 用 金 利 息 42,585
その他の支払利息 2,858

役 務 取 引 等 費 用 1,104,841
支 払 為 替 手 数 料 65,665
その他の役務費用 1,039,176

そ の 他 業 務 費 用 2,724,854
国債等債券売却損 994,902
国債等債券償還損 1,728,187
その他の業務費用 1,764

経 費 7,377,449
人 件 費 4,868,803
物 件 費 2,287,315
税 金 221,330

そ の 他 経 常 費 用 98,065
貸 出 金 償 却 28,285
株 式 等 売 却 損 19,098
その他の経常費用 50,680

経 常 利 益 1,789,003

（単位：千円）

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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第60期 剰余金処分計算書 （自　令和5年4月1日／
 至　令和6年3月31日）

第60期 損益計算書 （自　令和5年4月1日／至　令和6年3月31日）

※１�理事　緒方公一は、信用金庫業界の「総代会の機能向上策等に関する業界申し
合わせ」に基づく職員外理事です。

※２監事　中原洋二、楠山勝弘は、信用金庫法第32条5項に定める員外監事です。

役　員　一　覧　（令和6年3月31日現在）

理
（ 代 表 理 事 ）

事 長

専
（ 代 表 理 事 ）
務 理 事

常
（ 代 表 理 事 ）
務 理 事

常 務 理 事

常 務 理 事

常 務 理 事

常 務 理 事

田谷  節朗
岩橋  儀幸
平川  和男
緒方  公一（※1）

田端  正巳
橋本  和也
富山  千座

常 務 理 事

常 勤 理 事

常 勤 理 事

常 勤 理 事

常 勤 監 事

非常勤監事

非常勤監事

木村  　功
辻  　浩一
青山  栄三
田端  浩二
山口  直哉
中原  洋二（※2）

楠山  勝弘（※2）

※�貸借対照表、損益計算書及び剰余金処分計算書は、信用金庫法第38条の2第3項の規定に基
づき、有限責任あずさ監査法人の会計監査を受けております。

科　　目 金　　額
当 期 未 処 分 剰 余 金 1,569,742,194
積 立 金 取 崩 額 11,501,650
利益準備金限度超過取崩額 11,501,650

これを次のとおり処分いたします。
剰 余 金 処 分 額 1,275,291,084
普通出資に対する配当金 （年３％）75,291,084
特 別 積 立 金 1,200,000,000

繰　越　金　(当期末残高) 305,952,760

（単位：円）

科　　目 金　　額
特 別 損 失 107,074
固 定 資 産 処 分 損 50,368
減 損 損 失 56,705

税 引 前 当 期 純 利 益 1,681,928
法人税、住民税及び事業税 190,296
法 人 税 等 調 整 額 277,567
法 人 税 等 合 計 467,864
当 期 純 利 益 1,214,064
繰 越 金（ 当 期 首 残 高 ） 369,283
土地再評価差額金取崩額 △13,605
当 期 未 処 分 剰 余 金 1,569,742

（単位：千円）

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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発行：令和6年6月 きのくに信用金庫
〒640-8655 和歌山市本町二丁目38番地

　TEL 073-432-5000（代）
ホームページ https://www.kinokuni-shinkin.jp/

店舗のご案内
和歌山地区

本 店 営 業 部 和歌山市本町 2-38 073-427-4300
和 歌 山 支 店 和歌山市美園町 4-92 073-425-2211
出 水 支 店 和歌山市出水 73-4 073-471-9415
中 之 島 支 店 和歌山市中之島 301-2 073-472-0011
鳴 神 支 店 和歌山市鳴神 125-1 073-473-1500
宮 前 支 店 和歌山市小雑賀 3-5-31 073-426-3200
堀 止 支 店 和歌山市堀止西 1-1-8 073-436-5111
砂 山 支 店 和歌山市舟津町 3-31-3 073-425-0777
秋 葉 山 支 店 和歌山市和歌浦西 1-4-2 073-445-0033
和 歌 浦 支 店 和歌山市和歌浦西 1-4-2（秋葉山支店内） 073-445-0033
紀 三 井 寺 支 店 和歌山市内原 887-1 073-445-3636
野 崎 支 店 和歌山市北島 426-7 073-455-2231
紀 の 川 支 店 和歌山市土入 73-1 073-453-5500
河 西 支 店 和歌山市古屋 86-4 073-453-1300
楠 見 支 店 和歌山市楠見中 20-1 073-454-0001
六 十 谷 支 店 和歌山市六十谷 1032-1 073-461-1611

紀北地区
岩 出 支 店 岩出市高瀬 82-1 0736-62-0111
貴 志 川 支 店 紀の川市貴志川町前田 229-1 0736-64-8123
打 田 支 店 紀の川市西大井 87-2 0736-77-1803
橋 本 支 店 橋本市市脇 5-5-18 0736-32-3801

海南地区
海 南 支 店 海南市日方 210-1 073-482-5333
内 海 支 店 海南市名高 508-7 073-482-0820
黒 江 駅 前 支 店 海南市岡田 588-2 073-482-3741
海 南 東 支 店 海南市阪井 1766-1 073-487-0777
加 茂 郷 支 店 海南市下津町黒田 47-13 073-492-1415

有田地区
箕 島 支 店 有田市箕島 62-1 0737-82-2136
箕 島 駅 前 支 店 有田市箕島 62-1（箕島支店内） 0737-82-2136
吉 備 支 店 有田郡有田川町下津野 606-1 0737-52-8228
湯 浅 支 店 有田郡湯浅町湯浅 1796-2 0737-63-1151

御坊地区
由 良 支 店 日高郡由良町網代 251-2 0738-65-0111
御 坊 営 業 部 御坊市湯川町財部 701 0738-22-5111
道 成 寺 支 店 御坊市藤田町藤井 1879-1 0738-22-2103
御 坊 南 支 店 御坊市名屋町 3-2-5 0738-22-0272
印 南 支 店 日高郡印南町印南 1806 0738-42-0016

田辺地区
南 部 支 店 日高郡みなべ町芝 409 0739-72-2001
龍 神 支 店 田辺市龍神村西 74-3 0739-78-0231
田 辺 支 店 田辺市下屋敷町 81-10 0739-22-6300
江 川 支 店 田辺市下屋敷町 81-10（田辺支店内） 0739-22-6300
秋 津 支 店 田辺市秋津町 210-5 0739-25-5700
白 浜 支 店 西牟婁郡白浜町 911-8 0739-42-4111

串本地区
串 本 支 店 東牟婁郡串本町串本 1735 0735-62-0067

大阪泉南地区
尾 崎 支 店 大阪府阪南市下出 530-3 072-471-7711
熊 取 支 店 大阪府泉南郡熊取町大久保中 1-15-10 072-453-3611

（令和6年6月現在）


